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わたしたちが創る　笑顔がいっぱい　いわてまち

　【表紙】　岩手警察署に短冊飾る
　沼宮内保育所（松森幸子所長、園
児 60人）の５歳児 10人は６月 26
日、七夕を前に岩手警察署に設置さ
れた笹の葉に、交通安全や防犯の願
いを書いた短冊を飾りました。
　（関連記事 10㌻）

４年ぶりの町消防演習
田んぼアートの田植え
４年ぶりの町消防演習４年ぶりの町消防演習
主な記事

安心安全の願い込め
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府金義明団長を先頭に規律よく堂々と歩みを進める分列行進

規律ある号令で中隊訓練を指揮した遠藤正志本部分団長（中央） 整ったリズムと優れた音質で練習の成果を披露したラッパ吹奏訓練

消防車両 28 台が一列に並び一斉に放水

令和５年度町消防演習

士気高く４年ぶり開催
　「
極
め
て
優
秀
」
の
評
価

令和５年度消防表彰受賞者（主なもの）
◆退団幹部に対する感謝状贈呈
松村昭一前団長、斉藤進前副団長
遠藤一彦前第４分団長、山崎良一前第６分団長　

◆県消防協会岩手地区支部長表彰
【功労章】　上山和広団員（第１分団）、三浦久団員（第１分団）、志田敏明団
員（第２分団）、杣信吉団員（第２分団）、田村弘幸部長（第３分団）、遠藤
幸喜班長（第４分団）、幅一也部長（第６分団）

【精錬章】　田村隆団員（第１分団）、下村幸一団員（第２分団）

　
日
夜
災
害
に
備
え
る
消
防
団
員
な

ど
が
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
、
地
域

の
防
火
意
識
の
高
揚
を
目
的
と
し
た

消
防
演
習
は
６
月
11
日
、
町
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
４
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
早
朝
か
ら
各
地
区
の
消

防
車
両
と
町
消
防
団
（
府
金
義
明
団

長
）、
町
婦
人
消
防
協
力
隊
（
黒
沢

真
里
子
隊
長
）
な
ど
約
４
５
０
人
が

集
合
。
演
習
で
は
、
消
防
団
員
に
よ

る
規
律
訓
練
や
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
な

ど
が
行
わ
れ
、
団
員
の
統
率
さ
れ
た

機
敏
な
動
作
に
来
賓
か
ら
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。ま
た
放
水
訓
練
で
は
、

一
列
に
並
ん
だ
28
台
の
消
防
車
両
か

ら
空
高
く
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
防
災
力
を
高
め
る
訓
練
も
行

わ
れ
、
町
婦
人
消
防
協
力
隊
は
負
傷

者
搬
送
訓
練
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
と

連
携
し
た
初
期
消
火
訓
練
を
迅
速
か

つ
的
確
に
実
施
。
ま
た
城
山
保
育
園

幼
年
ク
ラ
ブ
の
か
わ
い
ら
し
い
演
技

と
防
火
の
誓
い
は
、
演
習
に
花
を
添

え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
部
隊
は
多
く

の
来
場
者
が
見
守
る
中
、
野
球
場
か

ら
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
威
風
堂
々

と
分
列
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

　
米
沢
正
幸
講
評
官
（
盛
岡
地
区
広

域
消
防
組
合
消
防
長
）
は
「
府
金
団

長
の
総
指
揮
で
行
わ
れ
た
本
演
習

は
、
内
容
が
極
め
て
優
秀
だ
っ
た
」

と
高
く
評
価
し
ま
し
た
。

　
町
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
並
び
に

規
律
訓
練
競
技
会
は
６
月
４
日
、

役
場
駐
車
場
で
開
か
れ
、
迅
速
な

消
火
活
動
で
被
害
を
最
低
限
に
食

い
止
め
る
べ
く
、
選
手
は
放
水
ま

で
の
タ
イ
ム
と
操
作
の
正
確
性
を

競
い
ま
し
た
。

　
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
は
、
ポ
ン

プ
車
の
部
は
第
２
分
団
２
部
３
班

（
苗
代
沢
）
が
、
小
型
ポ
ン
プ
の

部
は
第
２
分
団
２
部
１
班
（
愛
宕

下
）
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
。
規
律
訓

練
の
部
は
、
田
村
弘
幸
第
３
分
団

部
長
の
指
揮
の
下
、
一
糸
乱
れ
ぬ

行
進
を
披
露
し
た
第
３
分
団
が
優

勝
し
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

▼
ポ
ン
プ
車
の
部　
①
第
２
分
団

２
部
３
班
（
苗
代
沢
）　

②
第
２

分
団
１
部
１
班
（
新
町
城
山
）

▼
小
型
ポ
ン
プ
の
部　
①
第
２
分

団
２
部
１
班
（
愛
宕
下
）　

②
第

４
分
団
１
部
１
班
（
黒
内
）　

③

第
２
分
団
１
部
２
班
（
大
坊
）
④

第
１
分
団
２
部
１
班
（
尾
呂
部
）

⑤
第
１
分
団
２
部
２
班（
川
原
木
）

▼
規
律
訓
練
の
部
　
①
第
３
分
団

（
久
保
地
区
）
②
第
４
分
団
（
一

方
井
地
区
）

田村弘幸第３分団部長の指揮で軽快な行進を披露し規律訓練の部で優勝を果たした第３分団

　
放
水
の
タ
イ
ム
競
う

　
町
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法

　
並
び
に
規
律
訓
練
競
技
会

①正確かつ速やかな放水を行うポンプ操法訓練
②威風堂々と分列行進を行う町婦人消防協力隊
③機械器具点検でポンプ車の装備や車両を点検
④城山保育園幼年防火クラブによる防火の誓い
⑤協力したバケツリレーで初期消火訓練を実施

感謝状を受け取る松村昭一前団長

正確な動作と好タイムで放水し、ポン
プ車の部で優勝した第２分団２部３班

①

②

③

④

⑤
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田んぼアート
笑顔で田植え

①登山を行いながら登山道の整備を行う参加者の皆さん
②山頂にある三峰神社建立 25 周年を記念し神事を実施

　下浮島自治振興会（田中二郎会長）は 6 月 18 日、同地区にある
送
おくりせんやま

仙山（標高 472 ㍍）の登山道整備を行いました。この整備活動
は旧浮島小学校が平成 26 年度に閉校したことを受けて、地元住民
の交流の機会を創出し、美しい自然と風景を後世に残そうと、令和
元年から毎年行われています。
　当日は会員ら約 40 人が参加。参加者は草刈り機やなたを使って、
雑木や下草の刈り払いを行い、木の枝にリボンを巻きつけ、目印を
設置し、登山者の安全を祈願する神事を行いました。過去には登山
道や山頂にサクラの苗木の植樹も行ってきた同振興会では、今回新
たに３カ所ある登山口に木製の案内看板を設置しました。
　田中会長（71）は「送仙山の整備により、登山者が年々増えて
きている。田んぼアートの相乗効果もあり、これからも浮島地区の
良さをＰＲしていきたい」と笑顔で話しました。

下浮島自治振興会

①

②

送仙山の登山道整備

　

町
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
実
行
委
員
会

（
千
葉
一
幸
会
長
）
は
６
月
７
日
、

一
方
井
地
区
と
浮
島
地
区
で
田
植
え

を
行
い
ま
し
た
。
一
方
井
地
区
の
田

植
え
に
は
同
地
区
営
農
組
合
（
三
浦

武
志
代
表
理
事
）や
Ｊ
Ａ
新
い
わ
て
、

地
域
住
民
な
ど
約
60
人
が
参
加
し
、

一
方
井
小
（
石
川
和
弘
校
長
、
児
童

74
人
）
の
５
年
生
18
人
が
手
作
業
の

田
植
え
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
児
童
は
靴
を
脱
い
で
田
ん
ぼ
に
入

り
、
図
柄
の
形
に
合
わ
せ
て
高
さ
10

㌢
ほ
ど
の
苗
を
元
気
よ
く
植
え
ま
し

た
。
ま
た
児
童
は
会
場
に
隣
接
す
る

水
田
で
、
田
植
え
機
を
使
っ
た
田
植

え
も
体
験
。
作
業
後
に
は
Ｊ
Ａ
女
性

部
（
遠
藤
美
江
子
部
長
）
が
、
お
弁

当
と
豚
汁
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　
千
葉
丸か
ん
じ慈

さ
ん
は
「
田
ん
ぼ
の
土

の
感
触
が
柔
ら
か
か
っ
た
け
ど
楽
し

か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
図
柄
が
き
れ
い

に
見
え
る
よ
う
育
っ
て
く
れ
れ
ば
う

れ
し
い
」
と
期
待
を
込
め
ま
す
。

　
一
方
井
の
図
柄
は
同
小
の
児
童
の

案
を
元
に
し
た
、
た
ま
な
ぼ
う
や
と

ブ
ル
ベ
リ
ー
ナ
が
ホ
ッ
ケ
ー
を
す
る

も
の
で
、
浮
島
は
昔
話
の
お
む
す
び

こ
ろ
り
ん
を
元
に
し
た
画
が
特
徴
。

　
今
後
は
苗
の
成
長
と
と
も
に
稲
が

赤
や
黄
色
に
は
っ
き
り
と
色
づ
き
、

７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
に
か
け
て

見
頃
を
迎
え
ま
す
。

①田植え機に初めて搭乗する児童
②、③浮島地区ではさまざまな年
代の参加者が田植えに取り組んだ
④絵柄で黒を表現する紫大黒の苗
⑤昼食時に一息つく児童の皆さん

①田んぼに入り心弾ませる表情の児童
②図柄をイメージして行う田植え作業
③初の田植え作業に笑顔を見せる児童
④会場付近には目印ののぼり旗が設置
⑤仲良く苗を植える一方井小の５年生

①

②

③

④ ⑤

児
童
が
田
植
え
に
挑
戦

▼「頑張るぞ！」と大きな掛け声をかけて田んぼに入る児童

① ②

③

④ ⑤



2023 年 7 月１日 広報いわてまち No.769 ／ 67 ／ 2023 年７月１日 広報いわてまち No.769

（
前
列
左
か
ら
）町
顕
彰
表
彰
式
に
出
席
し
た
田
村
え
い
子
さ
ん
、

田
村
せ
つ
子
さ
ん
、瀬
川
浩
美
さ
ん
、高
橋
勇
さ
ん
、久
保
隆
造
さ
ん

  町企画商工課企画広報係
☎62‐2111（内線216）

【採択された６事業】
1. 園井恵子生誕110年記念事業
2. ふっかつ！ごんぼ市
3. 笑顔咲く たまなぼうや市場
4. 食育食堂どんぐり山
5. 地域の魅力、再発見事業（信義丘）
6. アウトドアマッチングプラットフォーム

町
の
行
政
推
進
に
尽
力

　
令
和
５
年
度
町
顕
彰
表
彰
式
は

５
月
25
日
、
役
場
会
議
室
で
行
わ

れ
、
長
年
に
わ
た
り
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ん
に

佐
々
木
光
司
町
長
か
ら
感
謝
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◎
顕
彰
者
紹
介

◆
教
育
委
員
会
教
育
委
員
（
12
年
）

田
村
え
い
子
さ
ん
（
74
）
＝
駅
通
＝

◆
町
保
健
推
進
員
（
20
年
）

土
谷
美
智
子
さ
ん
（
64
）
＝
犬
袋
＝
、

田
村
せ
つ
子
さ
ん
（
63
）
＝
黒
石
＝
、

田
村
真
知
子
さ
ん（
68
）＝
下
黒
内
＝
、

瀬
川
浩
美
さ
ん
（
61
）
＝
野
原
＝

◆
町
統
計
調
査
員
（
20
年
）

高
橋
勇
さ
ん
（
72
）
＝
前
ヶ
沢
＝
、

佐
藤
悦
男
さ
ん（
74
）＝
下
屋
敷
＝
、

堤
洋
子
さ
ん
（
70
）
＝
水
無
＝

◆
自
治
振
興
会
長
（
10
年
）

久
保
隆
造
さ
ん
（
71
）
＝
犬
袋
＝

◆
町
消
防
団
員
（
20
年
）

大
石
敏
行
さ
ん
（
51
）
＝
川
原
木

＝
、
田
村
慶
徳
さ
ん
（
52
）
＝

御
堂
＝
、
田
村
弘
幸
さ
ん
（
45
）

＝
下
浮
島
＝
、
竹
田
宏
記
さ
ん

（
45
）
＝
橋
場
＝

町
顕
彰
表
彰

長
年
の
功
績
に
13
人
が
表
彰

岩
手
拠
点
の
作
家
が
描
く

開
館
30
周
年
の
企
画
展

　
本
年
開
館
30
周
年
を

迎
え
る
石
神
の
丘
美
術

館
（
館
長
：
佐
々
木
光

司
町
長
）
の
企
画
展

「
い
わ
て
で
え
が
く 

い

わ
て
で
つ
く
る
」
は
６

月
17
日
か
ら
９
月
３
日

ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
同
展
は
06
年
か
ら

15
年
ま
で
開
か
れ
た
シ

リ
ー
ズ
企
画
「
Ｉ
ｓ
ｈ

ｉｇ
ａ
ｍ
ｉ 

Ａ
ｒ
ｔ  

Ｗ
ａ
ｌ
ｋ
」
と
16
年
か

ら
現
在
ま
で
続
く
企
画

「
Ｎ
ｏ
ｒ
ｔ
ｈ 

Ｗ
ｉ
ｎ

ｄ 

Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
」

で
紹
介
し
て
き
た
42
人

の
中
か
ら
、
今
も
岩
手

で
活
動
し
て
い
る
美
術

家
の
近
作
を
紹
介
。

　
ホ
ー
ル
や
展
示
室
、

野
外
エ
リ
ア
に
は
、
絵

画
や
立
体
90
点
が
並

び
、
来
場
者
は
過
去
の

企
画
展
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
作
品
の
鑑
賞
を

楽
し
み
ま
し
た
。
初
日

の
17
日
は
、
出
展
作
家

12
人
に
よ
る
作
品
解
説

ツ
ア
ー
と
千
葉
幸
子
さ

ん
の
公
開
制
作
が
開
催
。

　
千
葉
さ
ん
が
巨
大
な

フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
（
縦

２
㍍
×
横
18
㍍
）
に
、

鮮
や
か
な
ペ
ン
キ
で
石

神
の
丘
の
花
畑
や
チ
ョ

ウ
を
描
く
と
、
来
場
者

は
足
を
止
め
て
制
作
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

石神の風景を描いた作品「石神山の風の中で」を公開制作する千葉幸子さん

出
展
作
家
の
作
品
解
説
ツ
ア
ー

 

　町は、令和６年度に採用予定の町職員採用試験を次のとおり行います。
受験を希望する人は募集内容をご確認の上、お早目に手続きをしてくだ
さい。

 一般事務（４人）　令和６年４月１日採用

 岩手町職員採用試験 【問い合わせ先】　町総務課行政係　☎62‐2111（内線205）
　〒028‐4395　岩手県岩手郡岩手町大字五日市10‐44

【採用予定人数】　一般事務４人
【採用予定日】　　令和６年４月１日
【１次試験】　　　▼日時　９月 17日（日）午前 10時
　　　　　　　　▼場所　岩手町役場　会議室
　　　　　　　　▼内容　・高等学校卒業程度の一般知識及び知能についての筆記試験
　　　　　　　　　　　　・文章による表現力、構成力などをみるための課題による作文試験
　　　　　　　　　　　　・公務員に求められる資質に関する検査

【２次試験】　　　▼日程　10月中旬または下旬に口述試験（面接など）　
　　　　　　　　▼場所　岩手町役場

【受験資格】　　　平成５年４月２日から平成 18年４月１日までに生まれた者
【申込期限】　　　８月８日（火）まで　※郵送の場合は８月４日（金）消印有効
【申込手続】　　　・�申込書類に必要事項を記入し、履歴書と写真、94円分の切手を貼った宛先明記の

返信用封筒を添えて町総務課に提出すること。
　　　　　　　　・�写真は、最近６カ月以内に撮影した写真（上半身、脱帽、正面向、縦６㌢×横４㌢）

が２枚必要です。
　　　　　　　　・申込書と履歴書の用紙は、町のホームページからダウンロードできます。
　　　　　　　　・受験票は、受験申込後に郵送で交付します。

　南山形地区各種団体連絡協
議会は（一財）自治総合セン
ターの助成を受け、イスと
テーブル、グラウンドゴルフ
などの用品一式を整備しまし
た。同事業は豊かな住みよい
地域づくりに活用されます。

コミュニティ助成事業で
スポーツ用品などを整備

助成事業で整備された①イス、②ホッケー用具、③グラウンドゴルフ用品

　
町
の
皆
さ
ん
の
主
体
的
な
ま
ち
づ
く

り
活
動
を
支
援
す
る
「
わ
た
し
た
ち
が

創
る
ま
ち
づ
く
り
補
助
金
」
の
審
査
会

は
６
月
５
日
に
行
わ
れ
、
６
つ
の
事
業

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
各
事
業
の
取
り

組
み
は
、
今
後
広
報
で
紹
介
し
ま
す
。

わたしたちが創るまちづくり補助金

審査会では６事業が採択されました

　■応募資格／町内にお住まいの人（１人１通）　※８月７日（月）期限

※個人情報は記載内容の確認、プレゼント発送のために利用し、
　この目的以外には使用しません。

プレゼント付き広報クイズ
　「図書カード（500 円分）」を抽選で２人にプレゼント！

クイズの答えと広報紙へのご意見やご感想を添えて、ご応募ください！

　【問題】
　「送仙山」の標高は何㍍でしょうか？

①

② ③
いわてで　
　　つくる

いわてで　
　　えがく
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北
上
川
の
源
泉  

弓
弭
の
泉

投稿と問い合わせは役場企画商工課企画広報係�62-2111［内線215］まで

きらり
まち ひと

「まち・ひと きらり」では、きらりと光る町の出来事や輝く人たちを紹介します。
あなたの地域・職場での話題をお寄せください。

今
年
も
花
で
町
を
い
っ
ぱ
い
に

花
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

Topic
01

いつか
どこかで

い
わ
て
ま
ち
女
性
の
会（
久
保

良
子
会
長
、会
員
１
４
５
人
）の

会
員
60
人
は
６
月
14
日
、国
道
４

号
盛
岡
中
央
消
防
岩
手
分
署
前

か
ら
あ
い
た
い
橋
交
差
点
ま
で

の
道
路
沿
い
約
５
０
０
㍍
に
、コ

キ
ア
９
０
０
本
と
紫
サ
ル
ビ
ア

２
９
０
０
本
の
花
苗
を
植
え
ま
し

た
。
同
会
は
本
年
４
月
に
町
婦

人
団
体
連
絡
協
議
会
か
ら「
い
わ

て
ま
ち
女
性
の
会
」に
名
称
変
更
。

町
の「
花
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
ち
な
ん
で
、花
で
潤
い
の
あ
る

町
を
目
的
に
、本
年
で
３
回
目
の

植
栽
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
町
婦
協
が
主
と
し
て
行
っ
て
き

た
植
栽
を
引
き
継
ぎ
、準
備
を
進

め
て
き
た
同
会
。
久
保
会
長（
63
）

＝
石
神
＝
は「
７
月
下
旬
か
ら
８

月
に
咲
く
紫
サ
ル
ビ
ア
は
夏
休
み

や
お
盆
の
帰
省
客
を
出
迎
え
、秋

に
赤
く
色
づ
く
コ
キ
ア
で
町
を
訪

れ
る
皆
さ
ん
が
癒
さ
れ
る
よ
う
、

大
切
に
手
入
れ
を
し
て
い
き
た

い
」と
力
を
込
め
ま
し
た
。
町
商

工
会
女
性
部（
藤
原
淳
子
会
長
）の

会
員
10
人
も
同
日
、岩
手
警
察
署

前
の
花
壇
に
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や

サ
ル
ビ
ア
な
ど
を
植
え
、両
団
体

が
道
路
を
花
々
で
彩
り
ま
し
た
。

①紫サルビアを定植するいわてまち女性の会の皆さん
②岩手警察署前の花壇に花々を植えた町商工会女性部

１歳児健診に来てくれたお子さん
のかわいい笑顔を紹介します。

お子さんの紹介
な ま え（地区）
保護者から一言

動物病院の看護師

Smile
Babies

No.405

僕
の
夢

私
の
夢スマイル

ベイビーズ

上野拓人さんの長女

上野 珠
み

嵩
かさ

ちゃん（一方井）

明るく元気に育ってね。

上野拓人さんの次女

上野 珠
み

昊
そら

ちゃん（一方井）

明るく元気に育ってね。
　春花さんの将来の夢は動物病院の看護師になる
こと。小学３年の頃に病気になった愛犬を動物
病院で診てもらったことがきっかけで、看護師に
なったら飼い主やペットが心配しないよう、優し
く接してあげたいと話します。学校では小数のか
け算が得意で、算数のテストで100点を取ったそ
う。また５歳からピアノを習っている春花さん。
今はＧＲｅｅｅｅＮの「キセキ」を、曲に合わせて
弾けるように練習しています。「夏休みの宿泊研
修で友達みんなとカレーライスを作るのが楽しみ
です！」と何にでも積極的に取り組みます。

My Dream

（一方井小5年）

　
第
22
回
盛
岡
北
部
畜
産
共
進
会

（
同
実
行
委
主
催
）は
６
月
24
日
、

Ｊ
Ａ
新
い
わ
て
種
子
セ
ン
タ
ー
で

４
年
ぶ
り
に
開
か
れ
ま
し
た
。
畜

産
農
家
の
飼
養
管
理
力
向
上
と
、

畜
産
振
興
を
目
的
と
し
た
本
大

会
に
は
、盛
岡
市
玉
山
地
区
、岩

手
町
、葛
巻
町
か
ら
優
良
な
牛
が

１
０
４
頭
出
品
さ
れ
、町
か
ら
は

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
が
５
頭
、黒
毛

和
種
が
19
頭
、日
本
短
角
種
が
１

頭
出
品
。
牛
の
品
質
や
生
産
性
の

高
さ
な
ど
が
審
査
さ
れ
、熱
い
戦

い
を
展
開
し
ま
し
た
。
黒
毛
和
種

未
経
産
の
部
で
は
、佐
藤
勇
人
さ

ん（
39
）＝
大
渡
＝
の「
さ
や
」号
が

体
幅
や
気
品
の
良
さ
な
ど
で
群
を

抜
い
て
高
く
評
価
さ
れ
、最
高
評

価
の
名
誉
賞
に
輝
き
、ホ
ル
ス
タ

イ
ン
種
の
部
で
は
、㈲
ハ
ッ
ピ
ー

ヒ
ル
フ
ァ
ー
ム
が
金
賞
と
銀
賞
各

２
つ
を
獲
得
。
佐
藤
さ
ん
は「
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
大
会
が
開
催

さ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
中
で
、大

事
に
育
て
た
１
頭
が
選
ば
れ
て
う

れ
し
い
」と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

Topic
02

自慢の１頭を競う共進会
佐藤さんの和牛が名誉賞

黒
毛
和
種
未
経
産
の
部
名
誉
賞
に
輝
い
た
佐
藤
勇
人
さ
ん
と
さ
や
号

②

高村聡さんの次男

高村 虎
とら

之
の

介
すけ

くん（石神）

たくさん食べて大きくなろ
うね。

久慈 春
は る

花
か

 さん

柳本渉さんの長女

柳本 蘭
らん

ちゃん（太田）

いつまでもかわいい笑顔の
蘭でいてね♡

①

ＩＧＲいわて銀河鉄道
通学定期券購入費用の助成

載の上、提出してください。
【提出先】　▽町内のＩＧＲ銀河鉄道駅に設置のポスト
▽役場２階企画商工課企画広報係（⑥番窓口）

【提出期限】　８月31日（木）
　町企画商工課企画広報係☎ 62‐2111（内線 215）

【対象】　ＩＧＲいわて銀河鉄道の通学定期利用者の
保護者　※なお、通学定期の有効期限が令和５年
４月１日から７月 31 日までのものに限ります。

【申請方法】　ＩＧＲ各駅から使用証明を受けた「Ｉ
ＧＲ通学定期補助金交付申請書」に所定の事項を記

　町は、列車通学者を持つ家庭の経済的負担を軽減するため、
通学定期券購入にかかった費用の一部を助成しています。 町内のＩＧＲ銀河鉄道各駅にある

申請書用ポストにご提出ください
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N e w s × S p o r t s

冊に地域安全の願い込め
○沼宮内保育所短

　沼宮内保育所（松森幸子所長、園児60人）の５歳児10人
は６月26日、七夕を前に岩手警察署前の笹に防犯と交通
安全の願いを込めた短冊を飾る催しを行いました。この
催しは同署を訪れる人に防犯と交通安全の意識を高めて
もらおうと、毎年開催。当日は、園児が高さ２㍍の笹の葉
に短冊や飾りを結び付けました。短冊には「しらない人
にはついていかない」や「おかあさんと手をつないである
く」といった防犯や交通安全に関する園児の思いや願い
が書かれており、７月７日まで同署の入口に飾られます。

授
業
で
沼
宮
内
駒
踊
り
と
町
の
歴
史
を
紹
介

　沼宮内小（山本一行校長、児童240人）の４年生49人は
６月16日、同校で五日市獅子踊り、沼宮内七ッ踊りなど
町に古くから伝わる伝統芸能の調べ学習を行いました。
この授業は児童が学習を通じて、町に関心を持ってもら
うことがテーマ。当日は沼宮内駒踊りの歴史や背景を調
べる班の児童14人が、起源や伝承方法、関連する町史に
ついて、佐々木光司町長に質問を投げかけ、理解を深めま
した。藤原允

こと
美
み

さんは「多くの人が駒踊りを知れるよう
に、本を作ってみんなに広めたい」と抱負を話しました。

沼 宮内駒踊りの歴史を学ぶ
○沼宮内小 ▼６月16日

奈加靖子さんが演奏するアイリッシュハープの音色を鑑賞

N e ws × S p o r t s

が イルランド伝統曲を鑑賞
○アイルランド特別授業ア

　町が東京2020五輪を契機に交流を進めるアイルラン
ドの音楽について学び、外国文化の理解を深める特別授
業が６月26日、沼宮内小（山本一行校長、児童240人）の
３年生41人を対象に行われました。講師は歌手でアイ
リッシュハープ奏者の奈加靖子さん。児童はハープの演
奏や同国の文化、昔話などのエピソードに耳を傾け、伝統
的民謡のサリー・ガーデンを合唱しました。三浦瑛斗さ
んは「ハープの演奏を初めて聞いたが、きれいな音色だっ
た」と笑みを浮かべました。同授業は昨年に引き続き２
回目の実施で、川口小と一方井小でも行われました。

わ

３
位
に
入
賞
し
た
岩
手
野
球
ス
ポ
少
の
皆
さ
ん

　第44回全国スポーツ少年団軟式交流大会県予選大会
（いわての牛乳カップ）は６月10日から17日まで、岩泉町
の楽天イーグルス岩泉球場ほかで開かれ、岩手野球スポ
少が第３位に入賞しました。同チームは準々決勝まで
コールド勝ちなどで勝ち上がりましたが、準決勝で優勝
チームの綾里はまっこスポ少と対戦し０－５で惜しくも
敗れました。武田昇希主将は「３位の成績は悔しく、でき
れば優勝したかった。次の大会に向けて声を掛け合って
ミスをなくせるよう練習に励みたい」と力を込めました。

い わての牛乳カップ第３位
○岩手野球スポ少 ▼６月10日～ 17日

▼６月26日 ▼６月26日

笹の葉に短冊を飾った園児と関係者の皆さん

協 力の心を育てる人権の花
○町人権擁護委員

　町人権擁護委員４人は６月５日、川口小（小田島晃司校
長、児童111人）を訪れ、人権の花運動を行いました。こ
の運動は花の育成を通じて、子どもたちが「協力する心」
や「思いやりの心」などの基本的な人権の尊重の精神を育
むことを目的に、町内の６小中学校を対象に毎年実施。
当日は同委員が人権の持つ意味や大切さを紹介し、ベゴ
ニアの苗152本を４・５年生38人に贈呈しました。今
松文子同委員は「花にも命があります。大切に育ててく
ださいね」と呼び掛け、児童と花の植栽を行いました。

▼６月５日

　首都圏在住の町出身者が集う、町ふるさと会（立花功会
長、会員449人）の第27回総会は６月８日、東京都新宿区
のホテルグランドヒル市ヶ谷で開かれました。議事は満
場一致で可決。総会後の懇親会には同会員ら89人が出
席し、町ふるさと大使である岩崎茂さんの瑞宝大綬章受
章を祝いました。また町のアスパラガスやホウレンソウ
など特産品の販売や、町内企業提供の協賛品を景品とし
た福引きが行われ、出席者は来賓を交えて近況や古里の
話題を和やかに語り合い、大盛況のうちに閉会しました。

古 里に思いを寄せ語り合う
○岩手町ふるさと会

人
権
の
花
の
植
栽
を
行
っ
た
参
加
者

▼６月８日

町
ふ
る
さ
と
会
総
会
に
出
席
し
た
皆
さ
ん

花 を魅せる寄せ植えに挑戦
○川口公民館「寄せ植え教室」

　川口公民館（高橋健悦分館長）は６月14日、同館で寄せ
植え教室を開きました。当日は参加者６人が志田生花店

（沼宮内）を講師に、秋まで花きを楽しめるベゴニアやエ
ンジェルウイングスなど６種類の花苗を鉢に植栽。参加
者は全体のバランスや彩りに気を配りながら花苗を配置
し、鉢を２段に重ねて、立体感のあるレイアウトに挑戦し
ました。講師から肥料を与える時機や、手入れについて
も学んだ参加者は「普段使わない花の組み合わせを選べ
て、楽しい時間を過ごせた」と笑顔で話しました。

花
々
を
２
段
の
鉢
に
植
え
替
え
た
参
加
者

　囲碁ボール大会は５月29日、北山形公民館の体育館で
開かれました。本大会は、地区民同士の交流を深めよう
と東部・一方井地区の老人クラブ連合会が主催し２回目
の開催。当日は10チームが２コートに分かれ、総当たり
で対戦し、選手は碁盤のマス目を目がけて、縦や横、斜め
に連続して並ぶよう黒と白のボールを交互にスティック
で打ち合い、ショットが決まると歓声を上げました。辻
本テイ子さん（72）＝下鴫沢＝は「初めはボールが思うよ
うにいかなかったけれど、面白かった」と話しました。

碁 盤に笑み咲き交流深める
○囲碁ボール大会 ▼５月29日

▼６月14日 囲
碁
ボ
ー
ル
を
楽
し
む
参
加
者
の
皆
さ
ん
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問い合わせは、町健康福祉課健康推進係　☎ 62‐2111（内線564、556）へ
健康・福祉情報

医療医療医療

診療科 診療日 受付時間

内　科
月～金曜日 08:30 ～

11:30外　科

応援診療科（７月）
脳神経外科
※要予約 11 日

12:30 ～
14:30循環器（内科）

※要予約
3､7､10､14､
21､24､28､
31 日

小児科 14､28 日 13:00 ～
16:00

皮膚科 4､11､18､
25 日

13:00 ～
15:30

整形外科 21 日 8:30 ～
11:00

※休日当番医、応援診療科は予定を変更す
る場合がありますので、あらかじめ電話で
確認の上、来院ください。

沼宮内地域診療センター
県立中央病院附属

休日当番医 【受付時間】
　9:00～17:00

医 療

■軽い病気と思われる場合、休日の日中は休日当番医を利用ください。
　夜間は平日、休日問わず夜間急患診療所をご利用ください。
　▽盛岡市夜間急患診療所　受付時間：午後７時～ 11時
　　（盛岡市神明町3-29 盛岡市保健所２階　☎ 019-654-1080）
　受診できる人は、なるべく日中の診療時間内に受診しましょう。
■症状が重い場合
　【受診場所】　小児救急入院受入当番病院（下記予定表のとおり）
　【対象】　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、盛岡市夜間急
　患診療所や休日当番医が診療していない時間帯の急病の子どもを受
　け入れます。夜間は午後５時から翌朝９時までです。

　【受付時間】　土曜は午後１時～５時、夜間は午後５時～翌朝９時
　【注意点】　日中の診療時間に受診できる人は、時間内に受診してく
　ださい。また、重症な子どもの治療に支障をきたさないよう、まずは
　盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
　日曜、祝日の日中は休日当番医を受診してください。

診療時間外の受診

　子どもの病気、事故の対処や、応急処置を相談できる夜間の電話窓口です。
　・子ども救急相談電話　　　午後７時～午後11時
　・子ども夜間ケアダイヤル　午後11時～翌朝８時
　【電話番号（どちらの時間帯も共通、年中無休）】
　　☎019‐605‐9000�または局番なしの#8000
　※ダイヤル式回線電話、ＩＰ電話、ＰＨＳからは ☎ 019‐605‐9000

当番病院の連絡先
【中　央】　県 立 中 央 病 院　☎ 019‐653‐1151
【日　赤】　盛 岡 赤 十 字 病 院　☎ 019‐637‐3111
【国　立】　国立病院盛岡医療センター　☎ 019‐647‐2195

子どもが急病のとき

日 月 火 水 木 金 土
7/1
国立

２
中央

３
日赤

４
中央

５
国立

６
中央

７
国立

８
中央

9
日赤

10
中央

11
中央

12
国立

13
日赤

14
中央

15
中央

16
国立

17
中央

18
日赤

19
国立

20
日赤

21
中央

22
日赤

23
中央

24
中央

25
日赤

26
国立

27
中央

28
日赤

29
中央

30
国立

31
中央

8/1
中央

２
国立

３
日赤

４
中央

５
中央

一人で悩まず相談ください

▶男女共同参画センター相談室　☎ 019‐606‐1762
　家族、職場の悩み、交際相手や性別、性的指向（ＬＧＢＴ）に関する悩み
などの相談を受け付けています。

QRコードからも
当番病院を

確認できます

岩手沼宮内クリニック
北上脳神経外科クリニック
佐々木医院
佐藤整形外科クリニック
佐渡医院
さわやかクリニック
沼宮内地域診療センター

当番医実施医療機関の電話番号

☎61-2025
☎61-3636
☎62-2234
☎68-7240
☎62-3211
☎62-2043
☎62-2511

※予約不要です。日頃の思いを
　話してみませんか？

【開催日】７月 10 日、24 日、８月７日
　　　　��毎月第２、第４月曜日�（祝日の場合翌日）

▶町健康福祉課　☎ 62‐2111（内線 564）
▶盛岡いのちの電話　☎ 019‐654‐7575（正午～午後 9 時、
 日曜日のみ午後 6 時まで）　▶県精神保健福祉センター
 ☎ 019‐622‐6955（午前 9 時～午後６時）

【時　間】  午後１時～３時
【場　所】  プラザあい１階

町傾聴ボランティア
「おひさまサロン」

▶予約窓口：町健康福祉課
☎ 62 － 2111（内線 556）

【開催日】７月 18日（火）　（年６回開催）�　
　精神科の医師に個別で、心の悩みを相談できます。

【時　間】  午後２時～４時（完全予約制）
【場　所】  町保健センター

岩手町
　こころの相談

こども救急相談電話・こども夜間ケアダイヤル
　

世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）は

２
０
１
０
年
に
、世
界
的
レ
ベ
ル

で
の
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
ま
ん
延

防
止
と
患
者
・
感
染
者
に
対
す
る

差
別
・
偏
見
の
解
消
や
感
染
予
防

の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

７
月
28
日
を
「
世
界
肝
炎
デ
ー
」

と
定
め
、肝
炎
に
関
す
る
啓
発
活

動
な
ど
の
実
施
を
提
唱
し
ま
し

た
。

　

肝
臓
は
、人
間
の
体
内
で
最
大

の
臓
器
で
、栄
養
の
代
謝
や
、有
害

物
質
の
解
毒
な
ど
、生
命
維
持
の

た
め
に
重
要
な
は
た
ら
き
を
担
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
肝
臓
の
細
胞
が

壊
れ
た
状
態
が
、肝
炎
で
す
。

　
肝
臓
の
病
気
と
い
う
と
飲
酒
と

の
関
係
を
想
像
し
が
ち
で
す
が
、

日
本
人
の
肝
臓
病
の
最
大
の
原
因

は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路

は
、垂
直
感
染（
母
子
感
染
）、水
平

感
染（
輸
血
な
ど
の
医
療
行
為
、性

感
染
症
な
ど
）が
あ
り
ま
す
。

７
月
28
日
は
世
界
肝
炎
デ
ー

知
っ
て
ほ
し
い
肝
炎
対
策

７
月
28
日
は
世
界
肝
炎
デ
ー

日（曜） 町内当番医 近隣当番医

２（日）佐々木医院 八幡平市立病院
９（日）沼宮内地域医療センター

16（日）なし 八角病院、
八幡平市立病院

17（月）岩手沼宮内クリニック
23（日）なし 八角病院
30（日）さわやかクリニック

６（日）北上脳神経外科クリニック
11（金）岩手沼宮内クリニック

７月

八角病院（盛岡市）　☎019‐682‐0201
八幡平市立病院　　☎76‐3111

近隣当番医の電話番号

※７月 16 日、23 日は町内当番医がありませんので、
近隣当番医をご利用ください。

子宮頸がんはワクチン接種と
検診受診で予防しましょう

　町健康福祉課健康推進係（役場１階⑤番窓口）
　　☎ 62‐2111（内線556、565）

８月

　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
は
血
液

検
査
で
調
べ
ま
す
。
町
で
は
40
歳

か
ら
74
歳
で
過
去
の
検
査
歴
の
な

い
人
を
対
象
に
、４
月
の
健
診
時

に
無
料
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
県
で
は
、過
去
に
１
度
も

検
査
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
人
を

対
象
に
無
料
で
検
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ご
自
身
や
周
り
の
大
切
な
人
の

た
め
に
も
、一
度
は
検
査
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
結
果

「
陽
性
」と
判
定
さ
れ
た
場
合
は
、

専
門
の
医
療
機
関
で
精
密
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
。
感
染
し
て
い
て

も
、肝
炎
を
発
症
し
て
い
な
け
れ

ば
通
常
の
生
活
を
続
け
ら
れ
ま
す

が
、定
期
的
に
検
査
を
受
け
て
肝

臓
の
状
態
を
確
認
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
検
査

　
肝
臓
に
は
神
経
が
通
っ
て
い
な

い
た
め
、異
常
が
起
き
て
も
痛
み

や
症
状
が
な
く「
沈
黙
の
臓
器
」と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
て
も
、

自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
病
気
が
進

行
し
、体
に
感
じ
る
痛
み（
症
状
）

が
み
ら
れ
た
と
き
に
は
、重
篤
な

状
態
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

日
本
で
は
、肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の

保
持
者
は
Ｂ
型
が
約
１
１
０
万

人
、Ｃ
型
は
約
90
万
人
い
る
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
し
、肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
て
い
て
も
、早
期
に
適
切
な
治

療
を
行
う
こ
と
で
、肝
炎
を
治
癒

し
、あ
る
い
は
肝
硬
変
や
肝
が
ん

へ
の
悪
化
を
予
防
で
き
ま
す
。
肝

臓
を
守
る
た
め
に
は
、検
査
を
受

け
て
、異
常
を
早
期
に
発
見
す
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

肝
炎
と
は
？

● 子宮頸がんとは？
　子宮頸がんとは、女性の子宮頸部にできるがん
のことです。近年の発症率は 20 ～ 30 代の若年
層で上昇傾向にあります。発生にはヒトパピロー
マウイルス（ＨＰＶ）と呼ばれるウイルスが関わっ
ており、子宮頸がんの 95 ㌫を占めています。
● 予防方法は？
　子宮頸がんを予防するためにはＨＰＶワクチン
の接種により感染を防ぐこと、20 歳から子宮頸
がん検診を２年に１回、定期的に受診することが

大切です。早期発見により医療費を抑え、身体の
負担の少ない治療につなげることができます。
● ワクチンや検診を受けるには？
　ワクチンは自己負担無料で接種できます。
　なお対象者には文書でご案内しています。
【対象】　平成 19 年４月２日～ 24 年４月１日およ
び平成９年４月２日～ 19 年４月１日生まれの女子
　町の子宮頸がん検診は、７月から開始します。
対象者には受検票を配付していますので、期間内
に忘れずに受けましょう。

無
症
状
で
も
検
査
は
必
要
？

も
し
感
染
し
て
し
ま
っ
た
ら

岩手県ホームページ
○肝炎対策について

厚生労働省ホームページ
○知って肝炎プロジェクト



2023 年 7 月１日 広報いわてまち No.769 ／ 1415 ／ 2023 年７月１日 広報いわてまち No.769

ま
ち
の
文
芸

町立図書館 ☎62-2877
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よ
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瀬
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浩
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集
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の
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が
逝
き
し
と
聞
き
た
れ
ば
最
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に
会

ひ
し
笑
顔
を
思
ふ	

　
　
　
　

橋
本　

智
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刈
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ら
草
の
い
き
れ
に
快
き
疲
れ
お
ぼ
え

て
屈
み
憩
へ
り	

　
　
　
　

山
口　

國
男

図書館だより
７月

日 月 火 水 木 金 土
１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

ジャンル 書　　　名 著　　者

小説

ローズマリーのあまき香り 島田　荘司
ペニー・レイン 小路　幸也
コメンテーター 奥田　英朗
少年籠城 櫛木　理宇
滅茶苦茶 染井　為人
極楽征夷大将軍 垣根　涼介
赤い月の香り 千早　茜

エッセイ 新・地図のない旅Ⅰ 五木　寛之

児童絵本

10ぴきのおばけのけんこうしんだん にしかわ　おさむ
パンダのパクパク きせつのごはん ももろ
ニコラ・テスラものがたり フリア・サルダ
はけたよずぼんぼん minchi

児童読み物
メダカ姫 堀　直子
いじわる魔女とルビーの秘密 あんびる　やすこ

児童実用書 からだのなかのびっくり数事典 奈良　信雄：監修
ビジュアル「生きる技術」図鑑 かざま　りんぺい

香りの作法日本の川 東日本編 岩手県の山 新しいバラ

開館時間　午前９時～午後６時

８月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５
６ ７ ８ ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

図

赤マスの日は休館日です。

◆チビッコ映画館（小学生向け）
　７月 13日（木）、27日（木）
　午後３時～
◆夏の特別おはなし会（就学前の親子）
　７月 17日（月、祝）午前 10時～
　�読み聞かせと工作体験をします。
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ガ
イ
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ブ
ッ
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は
聖
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で
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草

解
決
は
一
休
に
頼
ん
で
み
よ
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土
橋
は
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お

反
論
の
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に
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え
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る
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草

な
る
ほ
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の
ひ
と
り
合
点
で
世
を
渡
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山
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國
男

母
を
思
う
あ
の
時
の
あ
ん
な
こ
と
だ
っ
た　
　
　

自　
　
　

句

題
詠「
な
る
ほ
ど
」　　
　

鍋
倉
る
み
こ　

選

川
柳

町の地域おこし協力隊が毎月、岩手町の魅力をお伝えします。

いわてまちの未利用資源
～発酵に関わる微生物の調査と探索を開始 ! ～

町のＳＮＳフォローをお願いします！

Vol.
64

　K
こ び る
OBIRUじかんの「こびる」とは、

「農作業の合間の休憩、軽食」の意味。
　農作業の休憩時間に、気軽に読んで
ほしいと思いを込めたコーナーです。

　今月は、笹渡が担当します。

　こんにちは。田植え作業も一段落し、いよいよ新緑
の季節となりました。立て続けに梅雨入りとなりまし
たが、皆様いかがお過ごしでしょうか。
　移りゆく季節に合わせて、田畑の風景も日を追うご
とに変化していく様子を見ていると、自然と共に生き
るとはこういうことなのだろうなと日々感じています。
　梅雨は、雨や気温の上下に悩まされることもありま
すが、我々の生活や田畑にとっては欠かせない水資源
として利用されています。
　一方で自然に囲まれた岩手町には、まだ利活用され
ていない資源もあります。その１つが微生物です。微
生物は、普段目に見えないほど小さな生き物ですが、
身の回りや自然には膨大な数の微生物が存在します。

　そして、保存食や発酵食品を作り出すのに欠かせな
い役割を担っているのも微生物です。そんな発酵に関
わる微生物を探索し新たな活用方法を見出すべく、こ
の春から町内で微生物の調査・探索を始めました。
　落ち葉や枯れ木、木の実や花を採取して、微生物に
とって心地よい環境を作ってあげると、数日後にはブ
クブクと音を立ててその存在を教えてくれます。この
気泡は、一昔前にどぶろく※を作っていた家庭であ
れば目にしたこともある人も多いと思います。どんな
微生物が現れるか分かりませんが、何かしらブクブク
できる微生物がいることは確かなようです。今後も未
利用資源を求めて、町内を歩き回る予定です。
　次回、進捗を報告できることを楽しみにしています。

①微生物の調査で使う道具　②試験管でブクブクと音を立てる気泡

書館の行事

※現在、どぶろくの製造には酒類の製造免許が必要です。

① ②
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情�報  問い合わせ先
�申し込み先
�メールアドレス

岩手町役場
☎�62‐2111

イ ン デ ッ ク ス

障がい者雇用を促進
■事業者向けセミナー開催

　県では、県内事業所による障が
い者の雇用促進に向けて、事業者
向け障がい者雇用促進セミナーを
開きます。
【日時】　７月29日（土）午前10時
～午後３時（参加無料）
【会場】　県立産業技術短期大学校
矢巾キャンパス
【内容】　障がい者雇用への理解と
受け入れ時のポイントなど
【対象】　事業所の人事採用担当者
【定員】　先着50人
【申込み】　
▽ＦＡＸまたは
応募フォームから

・ 　キャリアバンク株式会
社　 ☎019‐601‐5528　FAX 
019‐601‐5529

就農相談会
■八幡平農業改良普及センター

　八幡平農業改良普及センターで
は、就農を希望する人、新品目の栽
培を検討する新規就農者を対象に
個別相談会を行います。（要予約）
【日時】　７月20日（木）午後１時
～４時
【会場】　町役場　２階第２会議室
【申込期限】　７月14日（金）

・ 　八幡平農業改良普及セ
ンター　☎75‐2233　FAX 75
‐2269

認知症シンポジウム
■やまぼうしネットワーク

　（一社）岩手西北医師会は八幡平
市近隣の５市町の住民を対象に認
知症シンポジウムを開きます。
【日時】　７月29日（土）午後１時
～４時30分（正午から受付）
【会場】　八幡平市総合運動公園体
育館（八幡平市大更37‐105‐２）
【対象者】　八幡平市、滝沢市、雫石
町、葛巻町、岩手町の認知症当事者
と家族、住民、医療・介護職など
【参加費】　無料
【内容】　活動報告、基調講演、パネ
ルディスカッション

　八幡平市地域包括支援セン
ター　☎74‐2111（内線1086）

沼高関東支部の同窓会
■総会と懇親会を開催

　沼宮内高関東支部では第24回
同窓会を開催します。同級生やお
仲間をお誘いの上、参加ください。
【日時】　９月９日（土）午後12時
30分～３時（正午から受付）
【場所】　銀座ライオン池袋西口店
【会費】　6,000円（当日受付にて）
【申し込み】　８月19日（土）まで
に事務局へご連絡ください。

（※当日参加も可）
　沼宮内高同窓会関東支部事

務局（栄光企画株式会社）　☎03‐
3295‐2826　FAX 03‐3295‐
2827

森林所有者のみなさんへ
■盛岡広域振興局林務部

　植林した森林の手入れができず
困っていませんか？県では「いわ
ての森林づくり県民税」を活用し
て、公益上重要な、手入れの行き届
いていないスギやカラマツなどの
人工林を所有者の皆さんに代わっ
て間伐しています。

　盛岡広域振興局林務部　☎
019‐629‐6611

信号機廃止検討の住民説明
■岩手警察署

　岩手警察署では、令和６年度の
交通規制を行うための計画を作成
しており、既存の交通規制の変更
や廃止についても検討していま
す。当署管内で廃止を検討してい
る信号機があり、住民説明会を開
き、皆様の意見を募集します。
▼住民説明会
【場所】　浮島地区多目的集会施設
【日時】　７月19日（水）午後６時
30分～（意見がない場合、早く終
わる場合があります）
【廃止検討中の信号機場所】
　岩手町大字土川４－132－１
　　　　　　（県道岩手大更線上）

※今回の廃止検討は押しボタン式信号機の
　みで、横断歩道は継続して設置します

【注意点】
　説明会に参加者が集まらない場
合も予定通り説明会を開催します
が、その場合は意見はないものと
みなし、廃止する方向で進めます
ので、あらかじめご了承ください。

　岩手警察署交通課企画係
☎62‐0110（内線411、413）

国民年金の免除
■盛岡年金事務所

　国民年金保険料を納付すること
が難しい場合は、本人からの申請
で、保険料の納付猶予または全額、
もしくは一部（４分の１、半額、４
分の３）が免除になる制度があり
ます。免除の割合に応じて、一定
額が保障されるほか、万が一の際
の障害年金や遺族年金の保証を確
保することができます。詳しくは、
町町民課または盛岡年金事務所へ
ご相談ください。

　 盛 岡 年 金 事 務 所　 ☎019‐
623‐6211　▽ねんきん加入者
ダイヤル　☎0570‐003‐004

消防職員採用試験
■盛岡地区広域消防組合

　盛岡地区広域消防職員組合で
は、職員の採用試験を行います。
【採用予定人数】　消防職13人程度
【受験資格】　高校卒業以上（令和
６年３月卒業見込みを含む）の学
歴がある者
▽高校卒業（令和６年３月卒業見
込みを含む）は平成12年４月２日
から平成18年４月１日までの間
に生まれた者
▽短大卒業（令和６年３月卒業見
込みを含む）は平成10年４月２日
から平成16年４月１日までの間
に生まれた者
▽大学卒業（令和６年３月卒業見
込みを含む）は、平成８年４月２日
以降に生まれた者
【第１次試験日】　９月17日（日）
【会場】　第１会場　盛岡中央消防
署、第２会場　盛岡西部公民館
【申込書類】　組合のホームページ
からダウンロードまたは盛岡広域
管内の消防署・消防分署で配布
【受付期間】　７月28日（金）から
８月17日（木）まで

　盛岡地区広域消防事務組合
事務局　☎019‐626‐7405

成年後見・相続相談会
■県司法書士会

　県司法書士会は、（公社）成年後
見センター・リーガルサポート岩
手支部の共催で、成年後見や相続
に関する無料相談会を開きます。
【日時】　７月15日（土）午前10時
～午後４時
【会場】　岩手県司法書士会館
（盛岡市本町通２丁目12‐18）
【相談方法】　直接相談または電話
無料電話相談　☎0120‐823‐
815  ☎0120‐333‐184

　県司法書士会　☎019‐622
‐3372

多重債務相談窓口
■借入金などの無料相談

　東北財務局盛岡財務事務所で
は、借入金を返済することが難し
くなったなどの相談に応じていま
す。（秘密厳守・無料）
【相談電話】　☎019‐622‐1637
【曜日・時間】　月～金曜日（祝日、
年末年始除く）午前８時30分～正
午、午後１時～４時30分
　東北財務局　盛岡財務事務

所　☎019‐625‐3353

離婚や養育費の法律相談
■弁護士による無料相談

　県母子寡婦福祉連合会では、ひ
とり親家庭の人を対象に無料法律
相談会を開催します。
【日時】　８月４日（金）午前10時
～午後３時
【会場】　八幡平市西根地区市民セ
ンター　２階集会室

【費用】　無料
【内容】　離婚や養育費など、日常
生活で困っていることや悩みにつ
いて弁護士の相談会を行います。

・ 　（一社）県母子寡婦福祉
連合会　☎019‐623‐8539

森林取得時は届出必要
■町農林課林務畜産係

　個人か法人かによらず、売買の
ほか、相続、贈与、法人の合併など
により、森林の土地を新たに取得
した場合は、90日以内に所有者
届出が必要です。ただし、国土利
用計画法に基づく届出をした場合
は不要です。

・ 　町農林課林務畜産係　
☎62‐2111（内線309）

公共職業訓練（パソコン）
■二戸高等技術専門校

　県立二戸高等技術専門校では、
離職者などを対象に再就職に向け
た短期訓練を行います。
【参加費】　無料
【対象】　公共職業安定所に求職申
し込みをしている人
【期間】　８月25日～ 10月24日
【時間】　平日午前９時～午後４時
【内容】　パソコンの基礎知識や技
術を学ぶ２カ月間の短期コース
【募集期間】　７月11日（火）～８
月10日（木）
【会場】　二戸地域職業訓練セン
ター（二戸市米沢字荒谷76‐2）
【定員】15人
【申し込み】　ハローワーク沼宮内
へ申し込み

　県立二戸高等技術専門校　
☎23‐2227

自筆証書遺言講座
■盛岡地方法務局

　盛岡地方法務局では、自身が書
いた遺言書を法務局で預かる手続
きの説明会を開きます。説明会で
は、申請書の書き方や一般的な遺
言書の文例を紹介します。
【日時】　７月12日（水）午後１時
から２時間程度（要予約）
【会場】　盛岡地方法務局

・ 　盛岡地方法務局　☎019
‐624‐9857
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申し込み：インターネットでライブポケットのサイトから申し込みください。
　　　　　（https://t.livepocket.jp/e/fa5q5）※エントリー期間　７月 10日～７月 30日
　　　　　チケットの申し込み完了後、１週間以内に登録フォームにチーム情報を登録してください。
　　　　　先着順に予選第１グループ、次は予選第２グループの順で 64チームまで参加を受け付けます。
　　　　　※ 65チーム以降はキャンセル待ちになります。
競技方法：予選リーグで１位のチームが決勝リーグへ進みます。
競技規則：日本モルック協会公式ガイドブック（2022. ５.19）により、次の項目は適用除外とします。
　　　　　▽ 3.5. 試合フィールドに入ること　▽ 9. その他
参加条件：モルックの得点計算ができること（▽１チーム３人または４人で対戦　▽メンバー登録は４人まで）
そ の 他：大会当日は、いわて沼宮内駅の新幹線発着時間に合わせて送迎バスを運行（詳細は町ホームページへ）
指導員講習会：７月 29日（土）午後１時～３時に旧浮島小学校で講習会を開催（参加費 5,000 円）
審判講習会：７月 29日（土）午後３時～５時に同会場で講習会を開催（参加費 5,000 円）
問い合わせ：町中央公民館　☎ 62‐2877　 �iwatemachidream@outlook.jp

人口の動き
　人　口　
　世帯数
　　男
　　女

　12,006 人

　  5,393 世帯

　  5,901 人

　  6,105 人

前月比　（－ 20）

　（－ ２）

　（－ ９）

　（－ 11）

令和５年５月 31 日現在 

▼出生１人�▼死亡22人�▼外国人住民153人
▼転入 26人�▼転出 23人

５月受け付け分

　組数、人数の（ ）内は実数です。
　町内に住所がある人で、広報に掲載を希望する人のみ掲
載しています。掲載希望の有無は、届け出の際に役場町民
課にお話しください。

●お婿さん、お嫁さん● ０組（１組）

●生まれたお子さん● 0 人（１人）

日 お名前（年齢） 世帯主 行政区
30 外川　義一 （68） 牧 子 下 町

１ 平牛　喜孝 （92） 和 子 犬 袋
１ 大巻　キヨヱ（87） 信 一 下 浮 島
４ 佐々木　春男（69） 本 人 駅 通
９ 柴田　智子 （90） 敏 雅 田 中
11 中村　ヒサ子（86） 本 人 今 松
12 遠藤　信夫 （69） 美都子 黒 石
17 荒屋　京子 （88） 治 郎 橋 場
20 千葉　進 （83） 本 人 横 田
24 駒井　テル （96） 本 人 上 町
25 小林　金次郎（76） 本 人 下 屋 敷
28 岩﨑　庄一郎（99） 本 人 下 屋 敷
28 松森　ケイ子（81） 恭 一 上愛宕下
29 三浦　征子 （83） 本 人 一 方 井
30 三浦　ミサ （88） 本 人 下野口町
30 三浦　清美 （91） 忠 美 黒 石
31 橘　梅子 （60） 政 和 大 渡

● 亡 く な ら れ た 人 ● 17 人（22 人 ）
▼４月

よろこび かなしみ

▼５月

日（曜） 時　間 行　事 場　所
花とアートの森フェスタ 2023（～ 7/17）
いわてでえがく いわてでつくる展（～ 9/3） 石神の丘美術館

4（火）   9:30 ～ 離乳食教室（中期コース） 町保健センター

６（木）   9:30 ～ 妊婦教室（１回目） ゆはず交流館
２階創作室

12（水）
10:00 ～ そらくもカフェ

（北山形・岩瀬張地区住民対象）
東部デイサービス
センター

13:00 ～ １歳６カ月児健診
（令和３年 11 月 24 日～令和４年１月 12 日生） 森のアリーナ

15（土）   9:00 ～ 県中学校総合体育大会（ホッケー競技）町ホッケー場

19（水） 10:00 ～

盛岡年金事務所出張相談
（要予約：盛岡年金事務所☎ 019‐623‐6211） ゆはず交流館

福祉のしごと出張相談会（相談無料） ハローワーク
沼宮内

20（木）
  8:30 ～ まんまと湯っこの会 老人福祉センター

  9:00 ～ 人権・行政相談 沼宮内公民館

22（土） 10:00 ～ 道の駅「石神の丘」
開業 21 周年記念感謝祭（～ 23 日） 道の駅「石神の丘」

24（月） 10:00 ～ 子育てサロン“すくすく” ビッグルーフ滝沢

25（火）   9:30 ～ 離乳食教室（初期コース） 町保健センター

26（水） 13:00 ～
６カ月児健康診査（令和５年１月生まれ）
９カ月児健康診査（令和４年 10 月生まれ）
１歳児健康診査（令和４年７月生まれ）

森のアリーナ

28（金） 12:15 ～ 第 53 回全日本中学生ホッケー選手権
大会東北ブロック予選会（～ 30 日）

町ホッケー場
町総合グラウンド

29（土）
11:00 ～ 食育食堂 どんぐり山（小学生以下無料）

( 要予約：代表くまがい ☎ 090‐4734‐2832）　
五日市
生活改善センター

13:00 ～ モルック指導員講習会（15:00 ～審判講習会）
（要申込：中央公民館 ☎ 62‐2877 参加費各 5,000 円）

旧浮島小学校

町民カレンダー７月

８ 月

※広報掲載後に予定が変更になる場合もありますが、そのときは、町ホームページや
回覧などでお知らせします。なお、町内の団体などもこの欄をご利用ください。

日（曜） 時　間 行　事　 場　所

４（金）  9:00 ～ ５歳児相談
（平成 30 年６月１日～７月 20 日生） 町総合開発センター

９（水）
10:00 ～ そらくもカフェ

（北山形・岩瀬張地区住民対象）
東部デイサービス
センター

13:00 ～ ３歳児健診
（令和元年12月15日～令和２年１月14日生） 森のアリーナ

14（月）19:30 ～ 第 29 回夏まつり（花火大会） 道の駅「石神の丘」

◆�町税などの納付期限�◆
固定資産税（２期）
国民健康保険税（１期）
後期高齢者医療保険料（１期）

７月 31日（月）
口座振替日：７月 25 日㈫

モルックいわてまち☆
ドリーム大会

８月 27 日（日）  午前 10 時 試合開始

旧浮島小学校（岩手町大字土川 1-131-1）
参加費 5,000 円

モルックとは…
　モルックは地面に立て並べられた複数の木の
ピンを目がけて、木の棒（モルック）を投げ、
獲得した点数を競うフィンランド発祥のスポー
ツで、老若男女を問わず人気を集めています。
　本大会の上位入賞チームには、世界大会国別
対抗戦の出場ポイントが付与されます。

モルックいわてまち☆モルックいわてまち☆モルックいわてまち☆モルックいわてまち☆モルックいわてまち☆モルックいわてまち☆モルックいわてまち☆モルックいわてまち☆
日本モルック協会公認大会が岩手町で初めて開催！
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No.769 クラス対抗トーナメントを制し総合優勝に輝いた３年１組の皆さん タイトル画：近藤吹樹さん（３年）

Vol.22
沼宮内高の魅力、生徒の様子を紹介します！

交流を深めるアイルランドを組み合わせた
（作者から）「高」の字を校章に、ホッケー、

　沼宮内高の体育祭は６月 22 日と 23 日の２日間、
行われました。この体育祭はスポーツを通じてクラ
スの団結を図り、学年間の交流を深めるために、生
徒会執行部と行事運営委員が準備や競技の運営を担
い、毎年開催。当日は生徒が揃ってオリジナルのク
ラス T シャツを着用し、バドミントンやサッカー、
障害物競走など合わせて９種目の多様な競技に参加
し、クラス対抗のトーナメント戦に汗を流しました。
　２日目はＰＴＡの皆さんが応援に訪れ、昼食に豚
汁やおにぎりなどを振る舞い、生徒の奮闘をねぎら
いました。最終種目の綱引きでは、クラスの仲間と
呼吸を合わせ、体勢を低くし相手に負けじと渾身の
力を込めて綱を引っ張る生徒の姿が見られました。
　競技を全力で楽しみながらお互いの健闘を称え合
うなど、明るく和やかな雰囲気の中で仲間意識を高
め、体育祭を通じて主体的に行動する生徒の姿に沼
宮内高の魅力が感じられました。

スポーツで仲間と力を合わせて

体育祭の各競技では普段の授業と一味違う生徒の表情が見られました

沼宮内高の楽しい
情報発信は⇒⇒⇒

　広報いわてまちは、『記
者ハンドブック新聞用字
用語集第 14 版』に基づ
いて記事を作成していま
す。原則、よろこびかな
しみコーナー以外は常用
漢字を使用しています。
　氏名などを掲載する場
合も、常用漢字での掲載
となります。ご理解をよ
ろしくお願いいたします。
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６
月
18
日
は
下
浮
島
自
治
振

興
会
の
皆
さ
ん
と
送
仙
山
に
初

め
て
登
り
ま
し
た
。
当
日
は
３

カ
所
あ
る
登
り
口
の
う
ち
、
甘

酒
岩
コ
ー
ス
を
選
択
。
山
中

は
蒸
し
暑
く
、
汗
を
シ
ュ
ー

シ
ュ
ー
と
滝
の
よ
う
に
か
き
な

が
ら
険
し
い
道
を
１
時
間
か
け

て
登
り
、
体
力
不
足
を
痛
感
し

ま
し
た
。
頂
上
の
三
峰
神
社
の

お
社
の
近
く
に
は
岩
の
祠
が
あ

り
、
雨
を
望
ん
だ
昔
の
人
が
石

を
か
つ
い
で
登
り
、
祠
か
ら
石

を
転
が
す
と
雨
が
降
り
出
し
た

と
い
う
興
味
深
い
昔
話
を
伺
い

ま
し
た
。
ま
た
小
学
生
の
と
き

に
送
仙
山
の
登
山
口
の
近
く
で

キ
ャ
ン
プ
を
し
て
、
近
く
の
農

家
に
イ
モ
な
ど
の
野
菜
を
分
け

て
も
ら
い
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を

作
っ
て
食
べ
た
思
い
出
な
ど
も

聞
き
、
心
が
和
み
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
な
の
で
地
元
の
皆
さ

ん
か
ら
思
い
出
を
も
っ
と
伺
い

た
か
っ
た
で
す
が
、
所
用
で
先

に
下
山
し
ま
し
た
。
緩
や
か
な

登
山
コ
ー
ス
も
あ
る
そ
う
な
の

で
、
次
回
は
別
の
コ
ー
ス
か
ら

登
り
た
い
で
す
。 
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春の笑顔輝く体育祭
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